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タイムラインが防災を変える

発想を変えて防災を変える

 時系列の事前行動計画

 対応行動の時間帯（タイムラインレベル）を区
切る

 関連する他機関・他部署と連携した協調行動
が可能になる

 主体性を尊重した行動計画

 行動を担う自らが主体的に行動項目を組み立
てる

 対応行動の実績・経験と蓄積を生かして、抜
けのない計画をつくる



タイムラインを活用する 習熟と改善の繰り返し

習熟

• 試行運
用

改善

• ふりか
えり

 出水時の連絡調整

 タイムラインの立ち上げ

 タイムラインレベルの移行

 関係他機関との連携

 気象官署

 河川管理者

 水防・社会基盤

 福祉・教育・医療

 行動記録

 対応経緯の整理

 検証

 成否の評価

 要因分析

 改善方策



試行運用
タイムライン活用による時系列の事前対応行動の習熟度を高める

 連絡調整会議の実施

 専門家を交えた状況判断（気象官署・河川管理者）

 意思決定グループによるタイムラインレベルの判断

 関係機関への伝達

 他機関・部署との協調・連携

 対応行動状況の共有

 対応行動の協調・支援・連携

高知県大豊町の事例
・平成２７、２８年試行運用（台風）状況
・町長・各課長、気象台、専門家が参加



手段：テレビ会議を活用（スカイプ）

 参加機関：気象官署、河川管理者、専門家等

 場所：市・関係機関の各庁舎

内容：

 気象、河川水位等、今後の見込みについて情報提供

 各機関の対応状況の共有

 今後の見込みを踏まえた、市の今後の対応方針を協議・判断支援

効果・利点

 危機感が伝わる

 耳打ち情報を共有できる

 一度で災害の状況や今後の見込みが伝わる

 判断や行動の漏れを防ぐ機会になる

 各関係機関と調整が容易に（一度に）できる

テレビ会議を活用した事例



 Skype：いくつかの試行の結果、通信環境として完全ではないがほぼ実用に耐えうる

テレビ会議を活用した事例



メーリングリストによる情報共有

1. 情報を共有する共有者：関係する機関・部署（クローズ・原則非公開）

2. 共有内容：対応行動の実施状況、問題発生・応援要請など

3. 共有時期：対応行動を実施したときならびに完了時

4. 共有方法：

①事前にメーリングリストを作成

・複数の担当者を登録 ・メーリングリストは事務局が管理

②メーリングリストで各機関・部署が実施した行動項目の状況を発信する

例）○○時○○分／事務局／タイムライン運用開始（タイムラインレベル） など。

いつだれがなにを



ふりかえり
客観的で合理的なプロセスの評価・検証をとおして改善する

 出水毎の記録・整理

 客観的事実関係の記録・整理

 評価・検証

 タイムライン記載項目実行の有無とその要因分析

 記載された行動内容・行動時期・役割分担の妥当性

 表現のわかりやすさ

 改善

 評価検証結果の基づく改善



出水毎の記録整理
タイムラインの立ち上げ毎に客観的に記録を整理する

■記録様式にしたがって記録



評価検証
関係者の話し合いにより、合理的に評価する

■要因分析

未実施の要因
• 時間不足
• 人員不足
• 実施タイミングが不適切
• 当該災害の特性上不要
• 記載内容が曖昧で共通理解を得られない

記載された行動内容・行動時期・役割分担の妥当性



ふりかえりの手順(1)

気象現象・水文現象
を時系列に整理



ふりかえりの手順(2)

タイムライン記載の行
動項目の実施状況を
記録



ふりかえりの手順(3) 対応時の状況を具に振り返って改善・修正のポイントを挙げる


